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第 1章 序

近年,非正規雇用労働者は全体的に増加傾向にあり,2015年には役員を除く雇用者全体
の 3分の 1超を占めた (厚生労働白書,2016)。 特に,若年層 (25～ 34歳)の非正規雇用

労働者は正規雇用を希望しながら,それがかなわずに不本意非正規社員として働いている

者が 26.5%存在すると言われている (厚生労働白書,2016)。 そして,非正規雇用労働者
の労働環境は,正規雇用労働者に比べて良好とは言えない。これ らの現状から,非正規雇
用労働者の健康は産業衛生上無視できない研究課題といえる (井上 。綿谷・鶴ヶ野・矢野 ,

2011)。 しかし,彼 らを対象 としたメンタルヘルス研究は未だ多くは行われていない。
一方で,非正規雇用労働者のキャリア形成支援も注目されてお り,士屈内・岡田 (2009)
によると,終身雇用と年功序列をベースとした日本企業の雇用慣行が崩れた現代社会では ,

社員は会社に依存するのではなく, 自己責任において自律的にキャリアを形成するキャリ

ア自律が求められるようになつている。

本研究では,若年非正規雇用労働者のメンタルヘルスに関して,従来の職業性ス トレス
モデルの一つである「仕事の要求度―資源モデル」 (島津 ,2010)と キャリア自律という二

つの視点から,正規雇用労働者と比較検討することを目的とし,非正規雇用労働者は正規
雇用労働者に比べ,仕事の資源 (周囲の支援,技能の活用,裁量権など)や ワーク・エン

グイジメン ト (就業意欲に相当)が低く,ス トレス反応は高いと考えられる。また,各変
数の関連性については,雇用形態にかかわらず,仕事の要求度―資源モデルから想定され
る関連が認められると推測される。

第 2章 方法
本研究では,桜美林大学研究倫理委員会の承諾 (承認番号 170031)後 ,Web調査会社
に調査を委託し,2018年 1月 に Web調査を行つた。紺象は,全国の若年 (22～ 34歳)非
正規雇用労働者,正規雇用労働者それぞれ 400名 ずつ,計 800名 とし,性別・年齢・居住
地域・業種・業務内容 。企業規模を非正規雇用労働者の割合に可能な限りそろえ,集団の

性質が近くなるよう統制を行った。

調査項目には,新職業性ス トレス簡易調査票 (サ II上,2009)と キャリア自律に関する質
問紙 (堀内・岡田,2009)を用いた。新職業性ス トレス簡易調査票は,職業性ス トレス簡

易調査票 20尺度に 22の尺度を追加 した,42尺度 120項 目の調査票であり,各項目への

回答は,4件法が用いられた。キャリア自律に関する質問紙は,心理要因と行動要因の 2
尺度 50項 目であり,各項目への回答は,5件法が用いられた。
Web調査会社から納品されたデータについては,逆転項目の含まれる尺度に対 してすべ

て同じ回答をしているデータを除いた 702名 (非正規・正規雇用労働者それぞれ 351名 ず

つ)を有効回答とした。

第 3章 結果
キャリア自律に関する質問紙について,心理要因を測るキャリア自律心理尺度 25項 目
と行動要因を測るキャリア自律行動尺度 25項 目それぞれに対して因子分析 (最尤法・プ
ロマンクス回転)を行つた。キャリア自律心理尺度においては,因子負荷量等の理由から
3項 目を削除した 22項 目に対して再度因子分析を行った。その結果,初期固有値の減衰と
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因子の解釈可能性から 4因子を抽出した。また、キャリア自律行動尺度においては,因子

分析を行つた結果,初期固有値の減衰 と因子の解釈可能性から 3因子を抽出した。
雇用形態による職業性ス トレスの差を検討するため,新職業性ス トレス簡易調査票の下位

尺度に対 して対応のない ど検定を行つた。その結果 ,「仕事の負担」においては,非正規は

正規より有意に高得点 (すなわち,負担が少ない)である一方,「仕事の資源」「いきいき
アウ トカム」「満足度」においては,非正規は正規より有意に低得点であつた。
雇用形態ごとの各尺度間の関連の強さを検討するため,相 関係数を算出し,雇用形態に

おける差の算出を行った。その結果,仕事の資源とアウトカムとの関連性が雇用形態によっ

て異なり,正規雇用労働者は仕事の資源とポジティブなアウトカムとの関連性が強いのに
対し,非正規雇用者は仕事の資源 と心身の健康との関連性が強いことが明らかとなった。
また,ア ウトカムを基準変数とする重回帰分析を行った結果,正規雇用群は,仕事の資
源がワーク・エングイジメン トと職場の一体感に強く関連するのに対 し,非正規雇用群は ,

仕事の資源がワーク・エングイジメン トと職場の一体感に加えて,仕事の満足度にも強く
関連することが明らかとなつた。また,非正規雇用群では,キャジア自律 と活気の関連も
強く認められた。

第 4章 考察
本研究では,非正規雇用者のメンタルヘルスに関して,仕事の要求度―資源モデルとキャ

リア自律の 2つの視点から,その特徴を明らかにすることを目的とし,ι 検定や相関係数
およびその差の検定,重回帰分析を行つた。その結果,非正規雇用者の現状として,正規
雇用者に比べて仕事の負担は少ない一方で,資源にも乏しく,ワーク・エングイジメン ト
や仕事満足度も感 じられていないことが明らかとなつた。また,キ ャリアにおいて自己責
任を求められるため,その自己責任意識は正規雇用者に比べて高く持つている一方で,ス
キルアップのために広く社外の資源を活用する機会には恵まれていない可能性が考えられ

た。 さらにアウトカムとの関連からは,非正規雇用者の特徴として,仕事の資源の拡充や
キャリア自律によつて,仕事へのエングイジメントが促進 されるだけでなく,メ ンタルヘ

ルス不調の予防も期待されることが示唆された。このことから,非正規雇用者への支援 と
しては,資源の拡充とキャリア自律を目的としたキャリア形成支援が有効である可能性が

推察 された。また,重回帰分析の結果からは,心身の健康に関しては,仕事の負担だけで
はなく資源にも比較的強く関連があること,活気とワーク・エングイジメントに関しては ,

業務が自身に合つていること,職場の一体感に関しては,一人の従業員として尊重されて
いること,仕事の満足度に関しては,業務内容に価値を見出していることが関連している
ことが明らかとなつた。

仮説の検証という視点からは,サ検定の結果から,非正規雇用者は仕事の資源 とワーク・

エングイジメン ト,満足度が低いことが明らかとなつたが,心身の健康に関しては,正規
雇用 との有意差は認められなかつた。したがって,仮説は一部支持されたといえる。また ,

関係性に関しては,相関係数の差の検定および重回帰分析の結果から,雇用形態によつて

仕事の資源が関連する変数が異なることが明らかとなった。仮説では,雇用形態による差
は想定 していなかったため,仮説 とは異なる結果が得られたといえる。
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